
本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
で
は
本
年
度
も
除
雪

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
路
上
に
垂

れ
下
が
っ
た
樹
木
な
ど
は
、
所
有

者
で
伐
採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
車
は
路
上
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
い

ず
れ
も
、
除
雪
車
の
通
行
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。消
防
施
設
付
近
は
、

早
め
に
地
域
で
雪
か
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
円
滑
に
進
む
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
雪
害
は
、
気

温
が
０
℃
前
後
で
、
重
い
雪
が
降

り
続
い
た
と
き
に
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
事
前
に
▽
補
強
用
の

支
柱
を
細
か
い
間
隔
で
立
て
る
▽

被
覆
資
材
の
た
る
み
を
取
る
▽
可

能
な
場
合
は
天
井
を
開
放
す
る―

な
ど
の
対
策
で
、
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ハ

ウ
ス
の
屋
根
に
雪
が
積
も
っ
た
と

き
は
、
早
め
に
滑
落
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
雪
下
ろ
し

は
原
則
、
外
か
ら
。
ハ
ウ
ス
内
へ

の
立
ち
入
り
は
危
険
で
す
。

気
温
が
低
い
日
が
続
く
と
、
水

道
管
が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
凍
結
防
止
の
た
め
、
水
道
管

や
蛇
口
に
保
温
材
や
タ
オ
ル
、
ビ

い
る
も
の
の
、
地
域
や
事
業
所
間

で
連
携
し
た
災
害
対
応
は
十
分
な

状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
近
年
、

大
地
震
や
大
火
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
、
大
規
模
な
災
害
が
多
発
。
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
は
、
市
全
体
の
防
火
防
災

力
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
協
会
の
設
立
が
決
定
し
ま

し
た
。
市
は
８
月
、
商
工
会
議
所

や
工
業
団
地
、
自
治
会
等
の
関
係

者
で
作
る
同
協
会
設
立
準
備
会

（
世
話
人
代
表
、
塩
田
展
康
・
綾

部
商
工
会
議
所
会
頭
）
を
開
催
。

10
月
に
は
役
員
会
と
し
て
体
制
を

変
え
、
12
月
の
発
足
に
向
け
て
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
合
同
で
行
う
防
災
訓

練
や
研
修
会
等
に
参
加
。
他
事
業

所
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
防
災
に

対
す
る
備
え
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
対
す
る
防
火
防
災

の
啓
発
等
、
地
域
に
身
近
な
事
業
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　ガ
ラ
・
シ
テ
ィ

　「最
も
強
い
も
の
が
生
き
残

る
の
で
は
な
く
、
最
も
賢
い
も

の
が
生
き
延
び
る
の
で
も
な

い
。
唯
一
生
き
残
る
の
は
、
変

化
で
き
る
も
の
で
あ
る
」。
有

名
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の『
進
化
論
』

の
一
節
だ
が
、
研
究
の
場
と
な

っ
た
絶
海
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島

で
興
味
深
い
進
化
が
起
き
て
い

る
と
い
う
。

　島
に
棲
む
イ
グ
ア
ナ
は
サ
ボ

テ
ン
を
食
す
る
が
、
絶
滅
を
危

惧
し
た
サ
ボ
テ
ン
は
食
べ
ら
れ

な
い
よ
う
長
い
時
間
を
か
け
て

背
丈
を
伸
ば
し
た
。
す
る
と
イ

グ
ア
ナ
は
餌
場
を
海
に
求
め
、

岩
場
に
し
が
み
つ
け
る
よ
う
に

手
足
の
爪
を
発
達
さ
せ
海
藻
を

食
す
る
進
化
を
遂
げ
た
と
の
こ

と
。
更
に
頑
強
に
な
っ
た
爪
を

使
っ
て
一
度
は
諦
め
か
け
た
サ

ボ
テ
ン
に
も
登
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
と
い
う
。
い
わ
ば
水

陸
両
用
の
〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・

イ
グ
ア
ナ
〞
が
誕
生
し
た
訳

で
、
こ
う
な
る
と
そ
れ
に
対
し

て
サ
ボ
テ
ン
が
今
後
ど
ん
な
進

化
を
辿
る
の
か
を
研
究
観
察
中

と
か
。
身
近
な
産
業
で
も
、
同

じ
製
品
を
手
掛
け
る
な
ら
ば
生

産
現
場
を
海
外
に
移
し
、
逆
に

同
じ
場
所
で
操
業
を
継
続
す
る

な
ら
新
商
品
を
開
発
す
る
な

ど
、
生
き
残
り
の
策
を
講
じ
て

い
る
企
業
は
多
々
あ
る
。
本
市

の
製
造
業
し
か
り
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
事
象
は
〝
ま
ち
づ
く

り
〞
に
も
当
て
は
ま
る
。

　人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
諸
施
策
が
高
度
経

済
成
長
時
代
と
同
じ
で
あ
っ
て

良
い
は
ず
が
な
い
。
日
本
社
会

で
し
か
通
用
し
な
い
標
準
に
引

き
こ
も
っ
て
し
ま
う
様
を
「
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
症
候
群
」
と
揶
揄
さ

れ
て
久
し
い
。
ガ
ラ
ケ
ー
（
携

帯
電
話
）
が
象
徴
的
だ
が
、
変

化
に
対
応
で
き
な
い〝
ガ
ラ
・
シ

テ
ィ
〞と
貶
め
ら
れ
な
い
ま
ち
づ

く
り
が
今
、求
め
ら
れ
て
い
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

93

す

え
さ

　ば

か
し
こ

や

　ゆ

た
ど

お
と
し

市
内
事
業
所
等
の
災
害
へ
の
自

衛
体
制
強
化
や
地
域
と
事
業
所
等

の
横
の
連
携
に
よ
り
、
市
全
体
の

防
火
と
防
災
力
向
上
を
目
指
す

「
綾
部
市
防
火
防
災
協
会
」。
12
月

の
発
足
に
向
け
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
善
意
や
共
助
の
精
神

で
成
り
立
つ
同
協
会
。
発
足
に
向

け
て
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
事
業
所
等
で
は
そ
れ
ぞ
れ

に
災
害
時
の
対
策
は
確
立
さ
れ
て

発
足
に
向
け
関
係
者
で
協
議

強
み
を
生
か
し
地
域
に
貢
献

間もなく冬到来

一歩進んだ雪対策を！
　本年１月、府北部は大雪に見舞われ、市内でも多くの被害が発生しました。
その教訓を生かし、今季は従来より一歩進んだ雪の対策をしましょう。

ニ
ー
ル
袋
等
を
巻
い
て
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。
万
一
凍
結
し
た
場
合

は
、自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ

っ
く
り
と
か
け
ま
し
ょ
う
。
破
損

し
た
場
合
は
止
水
栓
を
締
め
、
市

の
給
水
装
置
工
事
指
定
業
者
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
地
区

別
に
修
理
業
者
の
割
当
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
（
本
紙
お
知
ら
せ
版

参
照
）。
な
お
、
凍
結
破
損
が
原

因
の
漏
水
は
、
料
金
減
免
の
対
象

外
で
す
。

除
雪
の
支
障
木
は
伐
採
を

ハ
ウ
ス
に
も
事
前
の
一
策
を

水
道
管
は
保
温
を

　　　　　　　市は、住宅などの屋根の雪下ろし
　　　　　　や住宅から公道までの雪かきに協力
　　　　していただける事業者のリストを作成。
自治会連合会長と各自治会にお渡ししています。
困ったときはご連絡ください。作業内容や費用は、
事業者と相談して決めてください。
問 防災課☎（42）４２２２

　　　　　　　積雪量が 50 ㌢を超え、高齢者世
　　　　　帯や障害者世帯、母子世帯などが第三
者に依頼して除雪した場合に、作業費用の一部を
補助します。
対象／市内在住の住民税非課税世帯で、同一の自
治会連合会内に子の住居がない世帯。
補助金額／１回当たりの除雪費用の半額（上限２
万円）。回数の制限なし。１世帯の補助金額の上
限は１年度に４万円。
申請／申請書に必要事項を記入し、民生児童委員
の証明を受けて高齢者支援課へ。除雪費の領収書
の写しが必要です。
問 高齢者支援課☎（42）４２５９

　　　　　　　雪かきの対応が困難な世帯を手伝
　　　　　う雪かきボランティアを募集します。
条件／高校生以上で市内在住、在勤の人。未成年
は保護者の同意が必要。
活動内容／道路から玄関先までの除雪。
募集／ 12 月１日（金）から随時。
活動期間／ 12 月～平成 30 年３月中旬ごろ。活
動日は、天候や雪の条件でその都度決定し連絡。
登録／登録用紙に必要事項を記入し、あやべボラ
ンティア総合センターへ。
問 同センター☎（40）１３８８、ファクス（40）１３８９

雪かき対策を支援雪かき対策を支援

除雪業
者を紹

介

費用に
補助

ボランテ
ィア募集

役員会の様子

所
と
し
て
活
動
し
ま
す
。さ
ら
に
、

万
一
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は
会

員
同
士
や
地
域
、
行
政
が
連
携
。

被
災
者
の
移
送
や
受
け
入
れ
、
建

設
機
械
の
手
配
、
生
活
用
品
の
提

供
な
ど
、
お
互
い
の
強
み
を
生
か

し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
と
と
も
に
、
早
期
復
旧
に
貢
献

し
ま
す
。
入
会
に
は
、
業
種
や
規

模
は
問
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

消
防
本
部
予
防
課
☎（
42
）０
１
１

９
へ
。

横
の
連
携
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

横
の
連
携
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

連携
地　域

15 ㌢超の積雪でハウス倒壊の恐れが高まる

屋外や風が強い場所にある水道管は特に注意を

熱湯を直接かけると破損の原因に

目指す連携のイメージ

A事業所 B工場 C商店

綾
部
市
防
火
防
災
協
会 ―

 

12
月
発
足

場
所
／
府
立
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館

（
福
知
山
市
）。
書
面
申
請
期
間
／
12

月
21
日（
木
）〜
平
成
30
年
１
月
５
日

（
金
）。
申
請
用
紙
は
、
消
防
本
部
に

あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

　☎（
42
）０
１
１
９

　市
は
、
公
共
下
水
道
綾
部
処
理
区

の
事
業
区
域
に
つ
い
て
味
方
町
の
一

部
へ
の
区
域
拡
大
を
行
う
た
め
、
都

市
計
画
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
変
更
案
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
下
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
30
日（
木
）午
後
２
時

〜
。
場
所
／
綾
部
会
館
（
味
方
町
）。

問
下
水
道
課

　☎（
42
）４
２
９
５

　市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋
や
土

地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど
把
握
が
難

し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
家
屋
の

す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
６
日（
水
）午
後
７
時

〜
。
場
所
／
中
央
公
民
館
中
央
ホ

ー
ル
（
里
町
）。
演
題
／
部
落
問
題

と
向
き
合
う
私
た
ち
〜
結
婚
差
別
を

乗
り
越
え
て
〜
。
講
師
／
石
井
真
澄

さ
ん
、
石
井
千
晶
さ
ん
。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

で
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
に
つ
い

て
み
ん
な
で
考
え
る
「
綾
部
た
す
け

あ
い
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
12
月
21
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
中
央
公
民
館
中

央
ホ
ー
ル
（
里
町
）。
内
容
／
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
の
概
要
説
明
、

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
会
長
の
堀
田
力

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
な
ど
。
申
込

み
／
事
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　危
険
物
を
取
り
扱
う
た
め
に
必
要

な
資
格
、「
危
険
物
取
扱
者
」
の
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
平
成
30
年
２
月
４
日（
日
）。

29
日
の
収
集
地
域
／
綾
部
地
区（
火
、

金
曜
日
の
収
集
地
域
）、
中
筋
、
西
八

田
、
東
八
田
の
各
地
区
。
30
日
の
収

集
地
域
／
綾
部
地
区
（
月
、
木
曜
日

の
収
集
地
域
）、
豊
里
、
物
部
、
志

賀
郷
、
吉
美
、
山
家
、
口
上
林
、
中

上
林
、
奥
上
林
、
七
百
石
（
大
谷
）

の
各
地
区
。

問
環
境
保
全
課
☎（
42
）１
４
８
９

　市
は
、
自
立
し
て
人
生
を
歩
も
う

と
す
る
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す
た
め

「
平
成
30
年
第
67
回
綾
部
市
成
人
式
」

を
開
催
し
ま
す
。
個
人
あ
て
に
は
通

知
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
族
や
市
民
の
皆
さ
ん

も
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

対
象
／
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
。
日
時
／
平
成
30
年
１
月
７
日

（
日
）
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
（
受

付
は
正
午
か
ら
）。
場
所
／
中
丹
文

化
会
館
（
里
町
）。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　市
教
育
委
員
会
は
、
綾
部
市
教
職

員
人
権
教
育
研
究
会
と
共
催
で
、
人

権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
や
土
地
の

用
途
変
更
は
、
税
務
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

　勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
は
「
林

業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）」
の

退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を

探
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
林
業
の
仕

事
を
し
て
い
た
人
は
、
林
退
共
に
加

入
し
て
い
た
か
ど
う
か
も
含
め
て
調

べ
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　り
災
し
た
共
済
契
約
者
と
被
共
済

者
に
対
し
、
共
済
手
帳
の
紛
失
や
退

職
金
の
請
求
な
ど
各
種
手
続
き
の
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
で
き
る
限
り
速

や
か
に
対
応
し
ま
す
。
最
寄
り
の
支

部
か
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

　11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
犯
罪
被

害
者
週
間
で
す
。
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
は
、
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
や

生
活
面
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
消
・

緩
和
す
る
に
は
、
周
り
の
人
の
理
解

か
ら
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。
申
込
み

／
12
月
１
日（
金
）か
ら
15
日（
金
）

ま
で
に
、
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
入
園

願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
願
書

は
各
幼
稚
園
と
学
校
教
育
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
各
園
と
も
預
か
り
保

育
が
利
用
で
き
ま
す
。な
お
、申
込

み
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）
と

書
類
を
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認
に

必
要
な
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）、

印
鑑
が
必
要
で
す
。
保
育
料
／
各
世

帯
の
収
入
に
応
じ
て
決
定
。
ひ
と
り

親
世
帯
、障
害
者（
児
）の
い
る
世
帯
、

第
２
子
、
第
３
子
な
ど
の
減
免
・
軽

減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
夏
季
保
育
・

預
か
り
保
育
／
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
綾
部
幼
稚
園
☎（
42
）０
９
３
０

問
八
田
幼
稚
園
☎（
44
）０
０
１
２

問
学
校
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
３

　11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
９
３
２
人
（
男
１
５
８

３
１
、
女
１
７
１
０
１
）。
世
帯
数

は
１
３
７
９
４
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
５

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

対
象
／
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り

保
育
を
必
要
と
す
る
５
歳
ま
で
の
乳

幼
児
と
保
護
者
が
教
育
を
希
望
す
る

３
〜
５
歳
の
幼
児
（
保
護
者
が
教
育

を
希
望
す
る
幼
児
は
認
定
こ
ど
も
園

の
み
受
け
入
れ
可
）。
申
込
み
／
12

月
１
日（
金
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
に

民
生
児
童
課
か
各
園
へ
必
要
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は

同
課
と
各
園
で
配
布
し
ま
す
。な
お
、

申
込
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）

と
書
類
を
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認

に
必
要
な
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）、

印
鑑
が
必
要
で
す
。
選
考
／
３
月
上

旬
ご
ろ
に
決
定
し
、
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。
保
育
料
／
各
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
決
定
。ひ
と
り
親
世
帯
、

障
害
者
（
児
）
の
い
る
世
帯
、
多
子

世
帯
な
ど
に
対
す
る
減
免
・
軽
減
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）４
２
５
２

　市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月
以

降
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
／
綾
部
幼
稚
園
＝
平
成
24
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
25
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。

八
田
幼
稚
園
＝
平
成
24
年
４
月
２
日

や
共
感
が
必
要
で
す
。
被
害
者
の
そ

ば
に
い
る
だ
け
で
支
援
へ
の
第
一
歩

と
な
り
ま
す
。

相
談
先
／
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０（
60
）７
８
３

０
、
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１
２
０（
78
）

３
９
７
４
、
京
都
性
暴
力
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
都
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ａ
）
☎
０
７
５（
２
２
２
）７
７

１
１
。

問
綾
部
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

　平
成
29
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
人

は
約
６
６
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

「
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
掛
け
た―

」
な
ど
、
ど
ん
な
わ

ず
か
な
こ
と
で
も
、
警
察
に
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
綾
部
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

　市
は
、
来
年
４
月
以
降
に
入
園
す

る
認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園
児
を

募
集
し
ま
す
。
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

　あ
や
べ
温
泉
の
休
館
日
は
、

毎
月
第
２･

第
４
月
曜
日
で
す
。

た
だ
し
、
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
翌
火
曜
日
と
な
り
ま
す
。

休
館
日
／
11
月
27
日
、
12
月
11

日
、
25
日（
月
）。

問
あ
や
べ
温
泉

　☎（
55
）０
２
６
２

　市
は
、
12
月
29
日（
金
）と
30

日（
土
）の
２
日
間
「
燃
や
し
て

処
理
す
る
ご
み
」
の
特
別
収
集

を
行
い
ま
す
。
収
集
日
の
午
前

８
時
ま
で
に
市
指
定
の
ご
み
袋

に
入
れ
て
、
所
定
の
集
積
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
ご
み
を
持
ち

込
む
場
合
は
、
30
日
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。
粗
大
ご
み
は
有
料
で
す
。
時

間
は
、
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
と

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
30
日
は

午
後
３
時
ま
で
で
す
。

　年
始
は
、
１
月
４
日
か
ら
ご
み
収

集
を
行
い
ま
す
。「
燃
や
し
て
処
理

す
る
ご
み
」
の
収
集
日
に
あ
た
っ
て

い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
集
積
所
に

ほ
か
の
ご
み
が
混
在
し
な
い
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
児・保
育
園
児

幼
稚
園
児

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
協
力
を

林
退
共
制
度
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

犯
罪
被
害
者
週
間

綾
部
た
す
け
あ
い
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

公
共
下
水
道
事
業
計
画

変
更
案
の
説
明
会

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
、

土
地
の
用
途
変
更
は
連
絡
を

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
67
回
綾
部
市
成
人
式

第
５
回
人
権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

□デイサービス スタッフ
□看護師
□ホームヘルパー

あ
や
べ
温
泉
休
館
日

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

※只今、四方ハツ子さんの「和紙ちぎり絵」展、また
　綾部在住の海老ヶ瀬保さんの陶器展も開催中

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々
TEL 0773（42）0425
綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）

（5名様以上は御予約下さい）

※只今、綾部産軍鶏を使った薬膳スープを期間限定
　ですが、ご注文いただけます

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

12月16日土
①10：30 ②14：00
③18：00

（大人～高校生）1,300円
（小　 人） 800円

中丹映画大好き劇場

関ヶ原

出演：岡田准一、役所広司 他

前売り

※職種 介護職員、生活支援員、管理栄養士・調理員、看護師、
　　　 リハビリ職（ST・PT・OT）、介護支援専門員・社会福祉士
※一次試験 12月17日（日）〔【小論文】および面接〕
※二次試験 12月24日（日）〔面接〕
※応募期間 10月26日～12月13日必着

2018年度

 新規採用職員募集！

詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課



本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
で
は
本
年
度
も
除
雪

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
路
上
に
垂

れ
下
が
っ
た
樹
木
な
ど
は
、
所
有

者
で
伐
採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
車
は
路
上
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
い

ず
れ
も
、
除
雪
車
の
通
行
の
妨
げ

に
な
り
ま
す
。消
防
施
設
付
近
は
、

早
め
に
地
域
で
雪
か
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
円
滑
に
進
む
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
雪
害
は
、
気

温
が
０
℃
前
後
で
、
重
い
雪
が
降

り
続
い
た
と
き
に
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
事
前
に
▽
補
強
用
の

支
柱
を
細
か
い
間
隔
で
立
て
る
▽

被
覆
資
材
の
た
る
み
を
取
る
▽
可

能
な
場
合
は
天
井
を
開
放
す
る―

な
ど
の
対
策
で
、
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ハ

ウ
ス
の
屋
根
に
雪
が
積
も
っ
た
と

き
は
、
早
め
に
滑
落
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ハ
ウ
ス
が
倒
壊
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
雪
下
ろ
し

は
原
則
、
外
か
ら
。
ハ
ウ
ス
内
へ

の
立
ち
入
り
は
危
険
で
す
。

気
温
が
低
い
日
が
続
く
と
、
水

道
管
が
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
凍
結
防
止
の
た
め
、
水
道
管

や
蛇
口
に
保
温
材
や
タ
オ
ル
、
ビ

い
る
も
の
の
、
地
域
や
事
業
所
間

で
連
携
し
た
災
害
対
応
は
十
分
な

状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
近
年
、

大
地
震
や
大
火
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
、
大
規
模
な
災
害
が
多
発
。
い

つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
は
、
市
全
体
の
防
火
防
災

力
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
協
会
の
設
立
が
決
定
し
ま

し
た
。
市
は
８
月
、
商
工
会
議
所

や
工
業
団
地
、
自
治
会
等
の
関
係

者
で
作
る
同
協
会
設
立
準
備
会

（
世
話
人
代
表
、
塩
田
展
康
・
綾

部
商
工
会
議
所
会
頭
）
を
開
催
。

10
月
に
は
役
員
会
と
し
て
体
制
を

変
え
、
12
月
の
発
足
に
向
け
て
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
合
同
で
行
う
防
災
訓

練
や
研
修
会
等
に
参
加
。
他
事
業

所
と
知
恵
を
出
し
合
い
、
防
災
に

対
す
る
備
え
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
民
に
対
す
る
防
火
防
災

の
啓
発
等
、
地
域
に
身
近
な
事
業
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　ガ
ラ
・
シ
テ
ィ

　「最
も
強
い
も
の
が
生
き
残

る
の
で
は
な
く
、
最
も
賢
い
も

の
が
生
き
延
び
る
の
で
も
な

い
。
唯
一
生
き
残
る
の
は
、
変

化
で
き
る
も
の
で
あ
る
」。
有

名
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の『
進
化
論
』

の
一
節
だ
が
、
研
究
の
場
と
な

っ
た
絶
海
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島

で
興
味
深
い
進
化
が
起
き
て
い

る
と
い
う
。

　島
に
棲
む
イ
グ
ア
ナ
は
サ
ボ

テ
ン
を
食
す
る
が
、
絶
滅
を
危

惧
し
た
サ
ボ
テ
ン
は
食
べ
ら
れ

な
い
よ
う
長
い
時
間
を
か
け
て

背
丈
を
伸
ば
し
た
。
す
る
と
イ

グ
ア
ナ
は
餌
場
を
海
に
求
め
、

岩
場
に
し
が
み
つ
け
る
よ
う
に

手
足
の
爪
を
発
達
さ
せ
海
藻
を

食
す
る
進
化
を
遂
げ
た
と
の
こ

と
。
更
に
頑
強
に
な
っ
た
爪
を

使
っ
て
一
度
は
諦
め
か
け
た
サ

ボ
テ
ン
に
も
登
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
と
い
う
。
い
わ
ば
水

陸
両
用
の
〝
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・

イ
グ
ア
ナ
〞
が
誕
生
し
た
訳

で
、
こ
う
な
る
と
そ
れ
に
対
し

て
サ
ボ
テ
ン
が
今
後
ど
ん
な
進

化
を
辿
る
の
か
を
研
究
観
察
中

と
か
。
身
近
な
産
業
で
も
、
同

じ
製
品
を
手
掛
け
る
な
ら
ば
生

産
現
場
を
海
外
に
移
し
、
逆
に

同
じ
場
所
で
操
業
を
継
続
す
る

な
ら
新
商
品
を
開
発
す
る
な

ど
、
生
き
残
り
の
策
を
講
じ
て

い
る
企
業
は
多
々
あ
る
。
本
市

の
製
造
業
し
か
り
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
事
象
は
〝
ま
ち
づ
く

り
〞
に
も
当
て
は
ま
る
。

　人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
諸
施
策
が
高
度
経

済
成
長
時
代
と
同
じ
で
あ
っ
て

良
い
は
ず
が
な
い
。
日
本
社
会

で
し
か
通
用
し
な
い
標
準
に
引

き
こ
も
っ
て
し
ま
う
様
を
「
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
症
候
群
」
と
揶
揄
さ

れ
て
久
し
い
。
ガ
ラ
ケ
ー
（
携

帯
電
話
）
が
象
徴
的
だ
が
、
変

化
に
対
応
で
き
な
い〝
ガ
ラ
・
シ

テ
ィ
〞と
貶
め
ら
れ
な
い
ま
ち
づ

く
り
が
今
、求
め
ら
れ
て
い
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

93

す

え
さ

　ば

か
し
こ

や

　ゆ

た
ど

お
と
し

市
内
事
業
所
等
の
災
害
へ
の
自

衛
体
制
強
化
や
地
域
と
事
業
所
等

の
横
の
連
携
に
よ
り
、
市
全
体
の

防
火
と
防
災
力
向
上
を
目
指
す

「
綾
部
市
防
火
防
災
協
会
」。
12
月

の
発
足
に
向
け
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
善
意
や
共
助
の
精
神

で
成
り
立
つ
同
協
会
。
発
足
に
向

け
て
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
事
業
所
等
で
は
そ
れ
ぞ
れ

に
災
害
時
の
対
策
は
確
立
さ
れ
て

発
足
に
向
け
関
係
者
で
協
議

強
み
を
生
か
し
地
域
に
貢
献

間もなく冬到来

一歩進んだ雪対策を！
　本年１月、府北部は大雪に見舞われ、市内でも多くの被害が発生しました。
その教訓を生かし、今季は従来より一歩進んだ雪の対策をしましょう。

ニ
ー
ル
袋
等
を
巻
い
て
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。
万
一
凍
結
し
た
場
合

は
、自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ
か
、

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ

せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ

っ
く
り
と
か
け
ま
し
ょ
う
。
破
損

し
た
場
合
は
止
水
栓
を
締
め
、
市

の
給
水
装
置
工
事
指
定
業
者
に
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
地
区

別
に
修
理
業
者
の
割
当
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
（
本
紙
お
知
ら
せ
版

参
照
）。
な
お
、
凍
結
破
損
が
原

因
の
漏
水
は
、
料
金
減
免
の
対
象

外
で
す
。

除
雪
の
支
障
木
は
伐
採
を

ハ
ウ
ス
に
も
事
前
の
一
策
を

水
道
管
は
保
温
を

　　　　　　　市は、住宅などの屋根の雪下ろし
　　　　　　や住宅から公道までの雪かきに協力
　　　　していただける事業者のリストを作成。
自治会連合会長と各自治会にお渡ししています。
困ったときはご連絡ください。作業内容や費用は、
事業者と相談して決めてください。
問 防災課☎（42）４２２２

　　　　　　　積雪量が 50 ㌢を超え、高齢者世
　　　　　帯や障害者世帯、母子世帯などが第三
者に依頼して除雪した場合に、作業費用の一部を
補助します。
対象／市内在住の住民税非課税世帯で、同一の自
治会連合会内に子の住居がない世帯。
補助金額／１回当たりの除雪費用の半額（上限２
万円）。回数の制限なし。１世帯の補助金額の上
限は１年度に４万円。
申請／申請書に必要事項を記入し、民生児童委員
の証明を受けて高齢者支援課へ。除雪費の領収書
の写しが必要です。
問 高齢者支援課☎（42）４２５９

　　　　　　　雪かきの対応が困難な世帯を手伝
　　　　　う雪かきボランティアを募集します。
条件／高校生以上で市内在住、在勤の人。未成年
は保護者の同意が必要。
活動内容／道路から玄関先までの除雪。
募集／ 12 月１日（金）から随時。
活動期間／ 12 月～平成 30 年３月中旬ごろ。活
動日は、天候や雪の条件でその都度決定し連絡。
登録／登録用紙に必要事項を記入し、あやべボラ
ンティア総合センターへ。
問 同センター☎（40）１３８８、ファクス（40）１３８９

雪かき対策を支援雪かき対策を支援

除雪業
者を紹

介

費用に
補助

ボランテ
ィア募集

役員会の様子

所
と
し
て
活
動
し
ま
す
。さ
ら
に
、

万
一
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は
会

員
同
士
や
地
域
、
行
政
が
連
携
。

被
災
者
の
移
送
や
受
け
入
れ
、
建

設
機
械
の
手
配
、
生
活
用
品
の
提

供
な
ど
、
お
互
い
の
強
み
を
生
か

し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め

る
と
と
も
に
、
早
期
復
旧
に
貢
献

し
ま
す
。
入
会
に
は
、
業
種
や
規

模
は
問
い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、

消
防
本
部
予
防
課
☎（
42
）０
１
１

９
へ
。

横
の
連
携
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

横
の
連
携
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

連携
地　域

15 ㌢超の積雪でハウス倒壊の恐れが高まる

屋外や風が強い場所にある水道管は特に注意を

熱湯を直接かけると破損の原因に

目指す連携のイメージ

A事業所 B工場 C商店

綾
部
市
防
火
防
災
協
会 ―

 

12
月
発
足

場
所
／
府
立
中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館

（
福
知
山
市
）。
書
面
申
請
期
間
／
12

月
21
日（
木
）〜
平
成
30
年
１
月
５
日

（
金
）。
申
請
用
紙
は
、
消
防
本
部
に

あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課

　☎（
42
）０
１
１
９

　市
は
、
公
共
下
水
道
綾
部
処
理
区

の
事
業
区
域
に
つ
い
て
味
方
町
の
一

部
へ
の
区
域
拡
大
を
行
う
た
め
、
都

市
計
画
の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
変
更
案
を
策
定
し
ま
し

た
の
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
下
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
30
日（
木
）午
後
２
時

〜
。
場
所
／
綾
部
会
館
（
味
方
町
）。

問
下
水
道
課

　☎（
42
）４
２
９
５

　市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋
や
土

地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど
把
握
が
難

し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
家
屋
の

す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
６
日（
水
）午
後
７
時

〜
。
場
所
／
中
央
公
民
館
中
央
ホ

ー
ル
（
里
町
）。
演
題
／
部
落
問
題

と
向
き
合
う
私
た
ち
〜
結
婚
差
別
を

乗
り
越
え
て
〜
。
講
師
／
石
井
真
澄

さ
ん
、
石
井
千
晶
さ
ん
。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

で
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
に
つ
い

て
み
ん
な
で
考
え
る
「
綾
部
た
す
け

あ
い
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
12
月
21
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
中
央
公
民
館
中

央
ホ
ー
ル
（
里
町
）。
内
容
／
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
の
概
要
説
明
、

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
会
長
の
堀
田
力

さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
な
ど
。
申
込

み
／
事
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　危
険
物
を
取
り
扱
う
た
め
に
必
要

な
資
格
、「
危
険
物
取
扱
者
」
の
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
平
成
30
年
２
月
４
日（
日
）。

29
日
の
収
集
地
域
／
綾
部
地
区（
火
、

金
曜
日
の
収
集
地
域
）、
中
筋
、
西
八

田
、
東
八
田
の
各
地
区
。
30
日
の
収

集
地
域
／
綾
部
地
区
（
月
、
木
曜
日

の
収
集
地
域
）、
豊
里
、
物
部
、
志

賀
郷
、
吉
美
、
山
家
、
口
上
林
、
中

上
林
、
奥
上
林
、
七
百
石
（
大
谷
）

の
各
地
区
。

問
環
境
保
全
課
☎（
42
）１
４
８
９

　市
は
、
自
立
し
て
人
生
を
歩
も
う

と
す
る
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す
た
め

「
平
成
30
年
第
67
回
綾
部
市
成
人
式
」

を
開
催
し
ま
す
。
個
人
あ
て
に
は
通

知
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
家
族
や
市
民
の
皆
さ
ん

も
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

対
象
／
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
。
日
時
／
平
成
30
年
１
月
７
日

（
日
）
午
後
１
時
〜
２
時
30
分
（
受

付
は
正
午
か
ら
）。
場
所
／
中
丹
文

化
会
館
（
里
町
）。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

　市
教
育
委
員
会
は
、
綾
部
市
教
職

員
人
権
教
育
研
究
会
と
共
催
で
、
人

権
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
や
土
地
の

用
途
変
更
は
、
税
務
課
へ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

　勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
は
「
林

業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）」
の

退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
を

探
し
て
い
ま
す
。
過
去
に
林
業
の
仕

事
を
し
て
い
た
人
は
、
林
退
共
に
加

入
し
て
い
た
か
ど
う
か
も
含
め
て
調

べ
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　り
災
し
た
共
済
契
約
者
と
被
共
済

者
に
対
し
、
共
済
手
帳
の
紛
失
や
退

職
金
の
請
求
な
ど
各
種
手
続
き
の
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
で
き
る
限
り
速

や
か
に
対
応
し
ま
す
。
最
寄
り
の
支

部
か
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　☎
０
３（
６
７
３
１
）２
８
８
７

　11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
犯
罪
被

害
者
週
間
で
す
。
犯
罪
被
害
者
や
そ

の
家
族
は
、
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
や

生
活
面
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
消
・

緩
和
す
る
に
は
、
周
り
の
人
の
理
解

か
ら
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。
申
込
み

／
12
月
１
日（
金
）か
ら
15
日（
金
）

ま
で
に
、
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
入
園

願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
願
書

は
各
幼
稚
園
と
学
校
教
育
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
各
園
と
も
預
か
り
保

育
が
利
用
で
き
ま
す
。な
お
、申
込

み
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）
と

書
類
を
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認
に

必
要
な
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）、

印
鑑
が
必
要
で
す
。
保
育
料
／
各
世

帯
の
収
入
に
応
じ
て
決
定
。
ひ
と
り

親
世
帯
、障
害
者（
児
）の
い
る
世
帯
、

第
２
子
、
第
３
子
な
ど
の
減
免
・
軽

減
制
度
が
あ
り
ま
す
。
夏
季
保
育
・

預
か
り
保
育
／
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
綾
部
幼
稚
園
☎（
42
）０
９
３
０

問
八
田
幼
稚
園
☎（
44
）０
０
１
２

問
学
校
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
３

　11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
９
３
２
人
（
男
１
５
８

３
１
、
女
１
７
１
０
１
）。
世
帯
数

は
１
３
７
９
４
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
５

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

対
象
／
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り

保
育
を
必
要
と
す
る
５
歳
ま
で
の
乳

幼
児
と
保
護
者
が
教
育
を
希
望
す
る

３
〜
５
歳
の
幼
児
（
保
護
者
が
教
育

を
希
望
す
る
幼
児
は
認
定
こ
ど
も
園

の
み
受
け
入
れ
可
）。
申
込
み
／
12

月
１
日（
金
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
に

民
生
児
童
課
か
各
園
へ
必
要
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は

同
課
と
各
園
で
配
布
し
ま
す
。な
お
、

申
込
時
に
世
帯
全
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
（
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
）

と
書
類
を
提
出
す
る
人
の
本
人
確
認

に
必
要
な
書
類
（
運
転
免
許
証
等
）、

印
鑑
が
必
要
で
す
。
選
考
／
３
月
上

旬
ご
ろ
に
決
定
し
、
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。
保
育
料
／
各
世
帯
の
所

得
に
応
じ
て
決
定
。ひ
と
り
親
世
帯
、

障
害
者
（
児
）
の
い
る
世
帯
、
多
子

世
帯
な
ど
に
対
す
る
減
免
・
軽
減
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）４
２
５
２

　市
教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月
以

降
に
入
園
す
る
幼
稚
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

対
象
／
綾
部
幼
稚
園
＝
平
成
24
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
25
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
幼
児
。

八
田
幼
稚
園
＝
平
成
24
年
４
月
２
日

や
共
感
が
必
要
で
す
。
被
害
者
の
そ

ば
に
い
る
だ
け
で
支
援
へ
の
第
一
歩

と
な
り
ま
す
。

相
談
先
／
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０（
60
）７
８
３

０
、
京
都
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１
２
０（
78
）

３
９
７
４
、
京
都
性
暴
力
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
都
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ａ
）
☎
０
７
５（
２
２
２
）７
７

１
１
。

問
綾
部
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

　平
成
29
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の

警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
人

は
約
６
６
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

「
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
掛
け
た―

」
な
ど
、
ど
ん
な
わ

ず
か
な
こ
と
で
も
、
警
察
に
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
綾
部
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

　市
は
、
来
年
４
月
以
降
に
入
園
す

る
認
定
こ
ど
も
園
児
・
保
育
園
児
を

募
集
し
ま
す
。

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
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収
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日
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始
の
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等

※只今、四方ハツ子さんの「和紙ちぎり絵」展、また
　綾部在住の海老ヶ瀬保さんの陶器展も開催中

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々
TEL 0773（42）0425
綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ当店自慢の薬膳料理はいかがですか？
・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）

（5名様以上は御予約下さい）

※只今、綾部産軍鶏を使った薬膳スープを期間限定
　ですが、ご注文いただけます

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

12月16日土
①10：30 ②14：00
③18：00

（大人～高校生）1,300円
（小　 人） 800円

中丹映画大好き劇場

関ヶ原

出演：岡田准一、役所広司 他

前売り

※職種 介護職員、生活支援員、管理栄養士・調理員、看護師、
　　　 リハビリ職（ST・PT・OT）、介護支援専門員・社会福祉士
※一次試験 12月17日（日）〔【小論文】および面接〕
※二次試験 12月24日（日）〔面接〕
※応募期間 10月26日～12月13日必着

2018年度

 新規採用職員募集！

詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課
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す
（
敬
称
略
）。

 

最
優
秀

　梅
原
優
梨
（
綾
部
小
３
年
）

 

優

　秀
　福
井
絃
生
（
吉
美
小
３
年
）

　野
間
心
遥
（
豊
里
小
３
年
）

 

佳

　作
　岩
崎
歌
奏
（
西
八
田
小
２
年
）

　能
勢
結
心
（
同
）

　佐
田
羽
菜
（
東
八
田
小
１
年
）

　植
田
玲
南
（
豊
里
小
３
年
）

　葉
田
大
心
（
同
２
年
）

 

桃
太
郎
賞

　松
下
琴
音
（
中
筋
小
３
年
）

　原
田
季
帆
（
吉
美
小
３
年
）

 

最
優
秀

　秋
田
京
香
（
吉
美
小
６
年
）

 

優

　秀
　由
良
愛
菜
（
吉
美
小
５
年
）

　余
田
知
也
（
東
綾
小
５
年
）

 

佳

　作
　加
藤
志
保
（
綾
部
小
５
年
）

　田
中
美
優
（
吉
美
小
４
年
）

 

桃
太
郎
賞

　岩
本
和
花
（
吉
美
小
６
年
）

市
は
毎
年
好
評
の
ク
リ
ス
マ
ス

バ
ス
と
あ
や
バ
ス
移
動
絵
画
展
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
志
賀
南

北
線
に
も
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
乗

車
し
、プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
り
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
バ
ス
を
運
行
す
る

の
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
る
12
月
11
日
か
ら
25
日
ま

で
。
上
林
線
（
車
両
番
号
10―

00
）
と
志
賀
南
北
線
（
車
両
番
号

10―

07
）
で
、
綾
東
こ
ど
も
園
と

物
部
保
育
園
の
園
児
が
作
っ
た
ク

リ
ス
マ
ス
の
装
飾
が
車
内
で
楽
し

め
ま
す
。

さ
ら
に
、
12
月
23
日
に
は
サ
ン

タ
が
乗
車
し
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
配
布
。
一
緒
に
記
念
撮
影

も
で
き
ま
す
。
今
年
か
ら
上
林
線

に
加
え
、志
賀
南
北
線
で
も
実
施
。

サ
ン
タ
に
会
え
る
の
は
上
林
線
が

９
時
45
分
、
志
賀
南
北
線
が
11
時

34
分
に
市
立
病
院
前
バ
ス
停
を
発

車
す
る
便
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
、あ
や
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
は
、
第
８
回
あ
や
バ
ス
絵
画

展
を
開
催
し
ま
し
た
。
応
募
は
過

去
最
多
の
２
８
１
点
（
小
学
校
低

学
年
２
６
３
点
、
高
学
年
18
点
）。

入
賞
作
品
は
「
移
動
絵
画
展
」
と

し
て
11
月
末
ま
で
上
林
線
（
車
両

番
号
10―

00
）
の
車
内
で
展
示
し

ま
す
。
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で

志
賀
南
北
線
に
も

サ
ン
タ
が
乗
車

移
動
絵
画
展
は

11
月
末
ま
で

小
学
校
低
学
年
の
部

小
学
校
高
学
年
の
部

ゆ

　り

げ
ん
き

こ
は
る

か
な
で

ゆ
い
み

あ
い
な

た
い
し
ん

れ

　な

は

　な

梅 原 優 梨（綾部小３年）
ゆ　  り

秋 田 京 香（吉美小６年）

最優秀作品

クリスマスバス・
あやバス移動絵画展

今年も運行！

7

市は10月11日、八津合町の市観光セ
ンターで｢大飯発電所に係る住民説明会｣
を開催しました。同発電所から約30㌔
圏内の住民や事業所等の代表者など約65
人が来場。関西電力や原子力規制庁､内
閣府から説明を受けました。内容は市ホ
ームページで動画公開しています。

大飯発電所の
住民説明会を開催

第65回市総合文化祭（市文化協会主
催）の芸能発表会が11月５日、里町の中
丹文化会館で開かれました。今年は、同
協会の創立70周年記念の特別企画とし
て、綾部百人一首や綾部音頭、あやべ小
唄など、綾部にちなんだうたと踊りが披
露されました＝写真。

綾部のうたと踊り
　  ― 第65回市総合文化祭

10月22日から23日未明にかけて接近
した台風21号。降り始めからの雨量が
睦寄町で406.5㍉を記録し、市東部を中
心に住宅浸水や土砂崩れなどが発生。一
時は故屋岡町古和木、睦寄町古屋で集落
が孤立するなど爪痕を残しました。市は
引き続き、被害の把握と速やかな対応に
努めます。（写真は災害ボランティアや
地域住民による支援活動。10月27日、
古和木地区で―）

市内に爪痕残す ― 台風２１号

市は、総務省消防庁から「救助資機材・小型動力
ポンプ搭載多機能車」の無償貸付を受けました。大
規模な自然災害に備えるための貸付で、全国33台の
うち１台が府内で唯一、本市に配備されました。車
両には消火活動用の機材や救助資機材、救命資機材
を装備。今後、市消防団本部で有効に活用します。

総務省消防庁から消防車両を無償貸付

第24回市菊花展（市シルバー人材センター、市
菊花会共催）が10月29日から11月３日まで、青
野町のグンゼスクエアで開かれ、市長賞には荻野
素尚さん（幸通）の波多野鶴吉・はな夫妻をモチ
ーフにした菊人形＝写真＝が選ばれました。また
29日には、同センターの設立30周年記念式典等も
行われ、期間を通じて多くの人でにぎわいました｡

第24回市菊花展
　  ― シルバー30周年記念式典も
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